
なし及びかんきつにおける合成ピレスロイド剤抵抗性ワタアブラムシの発生

実態と有効な防除薬剤の選定

[要約］福岡県内のなし、かんきつで合成ピレスロイド系殺虫剤抵抗性のワタアブ

豆_ﾑー Ｚの発生が確認された。抵抗性系統の発生割合は地域や樹種及び年次によって異

なる。合成ピレスロイド系の各薬剤間には交差抵抗性があり、抵抗性ワタアプラムシ

には有機リン系、カーバメート系及びクロロニコチニル系殺虫剤の効果が高い。
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［背景・ねらい］

ワタアブラムシは、なし、かんきつ等の果樹類の新梢に寄生し、伸長を抑制するばかり

でなく、排池物に発生するスス病により果実品質の低下を招く。近年、県内各地で本種に

対する合成ピレスロイド系殺虫剤の防除効果の低下が指摘されているので、抵抗性ワタア

ブラムシの発生実態を明らかにするとともに、効果の高い薬剤を選定する。

［成果の内容・特徴］

①福岡県内のなし及びかんきつで、合成ピレスロイド剤抵抗性ワタアブラムシの発生が確
認された(表１）。

②抵抗性系統の発生割合は地域、樹種及び年次によって異なる(表２，表３）。

③合成ピレスロイド系の各薬剤は交差抵抗性を有する(表３）。

④合成ピレスロイド剤抵抗性系統に対して、有機リン系殺虫剤のＤＤＶＰ乳剤1,000倍、

カーバメート系殺虫剤のミクロデナポン水和剤1,000倍、有機リン系とカーパメート系殺

虫剤の混合剤であるリンナックル水和剤600倍、ランペック乳剤1,000倍、及びクロロニ

コチニル系殺虫剤のアドマイヤーフロアブル4,000倍の効果が高い(表３）。

［成果の活用面・留意点］

①合成ピレスロイド剤抵抗性ワタアブラムシの防除対策資料として活用できる。

②抵抗性系統の発生割合は樹種や年次により変動するので、発生初期に予備的に散布し、
効果を確認した後に全面散布する。

③樹種によって農薬登録の有無、使用基準等が異なるので、薬剤の使用に当たってはこれ
らの点を確認する。
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表２合成ピレスロイド剤抵抗性ワタ

アブラムシの発生状況-２（場内）

表１合成ピレスロイド剤抵抗性ワタ

アブラムシの発生状況－１（平成2年）

７５平成４年２５

抵抗性コロニー率（％）クローン数
調査年度
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なしかんきっ抵抗性感受性

有機リン系

ＤＤＶＰ乳剤1000倍１００９８．３７５．６８７．６

カーパメート系

ミクロデナポン水和剤1000倍１００９７．４７９．４

混合剤（有機リン系十カーバメート系）

リンナックル水和剤600倍９８．２一

ランベック乳剤1000倍100

クロロニコチニル系

アドマイヤーフロアプル4000倍９９．６

合成ピレスロイド系

エナロン乳剤800倍－３９．９

サイハロン水和剤2000倍６３．０－‐18.5

マブリック水和剤2000倍一一１９．２一一164.3
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[具体的データ］

表３合成ピレスロイド剤抵抗性ワタアブラムシに対立る各種殺虫剤の防除効果

濃度

防除効率

なし
－

平成３年４年

かんきつ
ー 一 一 一 一 一 一 一 一 一

平成３年４年


